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論文の要旨及び判定理由 

本研究は、血液透析患者の食事管理行動における態度に影響する文化の特徴を明らかに

し、今後、医療者が行う態度変容に対する患者教育について検討することを目的としてい

る。食事に関する教育を受けた経験があり、検査データが良好な慢性維持血液透析患者 9

名とその家族 8 名に対して、参与観察および半構成的面接によるエスノグラフィーの手法

で行い、thematic analysis の手法に則って分析した。その結果、血液透析患者の食事管

理行動における態度に影響する文化の特徴として、日本の食と家族文化に関する 2 つのテ

ーマ【日本の旬を味わいつつ、日本文化を活かした食事をしている】と、【家族が寄り添い、

思いやりを持って支えあっている】を明らかにした。これらの文化は、適切な食事管理行

動の態度を形成する要因のひとつである。 

以上のことから、血液透析患者の食事管理行動に対する態度に影響する文化を理解した

上で、患者教育を行うことが態度形成や行動変容に有効であるが示唆され、臨床応用なら

びに看護学の新たなエビデンスの創出に寄与するものと認められ、博士（保健学）の学位

に値するものと判断した。 
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最終試験の結果の要旨 

 

 態度に関するKAPモデルについて、エスノグラフィー手法について、および臨床応用に

向けた展望について試問し満足すべき解答を得た。 
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試験委員 

 

         群馬大学大学院教授 看護学講座   岩永 喜久子  印 
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試験科目 

 

        態度変容とKAPモデルについて        ○合 ・否 

 

         エスノグラフィー手法について       ○合 ・否 

 

臨床応用に向けた展望について          ○合・否 

 

           


